
　教弘保険に加入後、同一保険が満10年・
20年・30年に達した加入者に、感謝の意を込め
てお贈りします。（11月頃にお届けします。）

加入継続祝

健康増進補助

5,000円の補助自己負担額
7,000円以上が対象

各学校へ10月上旬に郵送しました。
年末調整の申告にご使用ください。

生命保険料控除証明書

30歳誕生祝

※今年度は西暦偶数年度生まれの方が対象です
※2023年度受診分未申請の方はお早めに申請してください

➡詳しくは7ページを！

　教弘保険に加入後、満30歳を
迎えられた方へ、感謝の意を込め
て図書カードをお贈りします。
（誕生月の翌月10日頃にお送りします）

今年度より

教職員の人間ドック補助を行います。（対象年度に１回）
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貸与奨学生募集貸与奨学生募集令和7年度

076-464-3703
大学院、大学、短期大学、高等専門学校（４年生以上）、及び専修学校専門課程に

入学または在学者

20名程度

修業期間１年につき25万円。100万円を限度とし
て、無利息にて一括貸与

令和７年２月20日～令和７年４月30日
選考委員会の選考を経て、結果を通知します。

（５月中旬）

採用決定後、口座振込（６月下旬予定）

卒業した年の12月から10年以内（ただし、100万円

未満は8年以内）に亘る年賦償還

直接当会事務局へ電話でお申し出ください。必要

書類・手続き等についてご案内します。

2024年度リタイアメントセミナー開催予定表

　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称 （公財）日教弘）の教育振興事業（奨学事業、教育研究助成事業、教育
文化事業）及び福祉事業は、教弘保険の契約者配当金により運営されており、日本の教育界に貢献しています。

11月16日(土)

11月23日(土)

12月  7日(土)

開 催 日 時 間 開 催 場 所

高岡テクノドーム 2F　A会議室

富山県総合情報センター 4F　第一・第二会議室

富山県総合情報センター 4F　第一・第二会議室

高岡テクノドーム 2F　A会議室

◆詳細や参加申込みは、ジブラルタ生命保険株式会社の学校担当LC（ライフプラン・コンサルタント）にお尋ねください。

10:00～12:00

10:00～12:00

10:00～12:00

14:00～16:00

募 集 対 象

募 集 人 数

貸 与 金 額

募 集 期 間

選考と通知

奨学金の貸与

返 還 方 法

申 込 方 法
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令和6年度 教育振興助成贈呈式　於：高志会館

　平均寿命が伸びたことだけでなく、定年
延長等で生き方や働き方に大きな変化が
出てきたことで、豊かに生きていくための
人生設計が重要となっています。
　共済事業（提携保険事業）提携会社ジブ
ラルタ生命保険株式会社の協力で左記の
日程での開催を計画しました。このセミ
ナー開催が教職員の皆さまのお役に立て
ればと存じます。



お礼の言葉（要旨）

賞 学　校　名 氏　名
最 優 秀 賞 氷 見 市 立 北 部 中 学 校 校長　櫻打　佳浩
優 良 賞 射水市立中太閤山小学校 校長　堀　かおり
優 良 賞 射 水 市 立 放 生 津 小 学 校 校長　赤尾　秀康

賞 学　校　名 氏　名
優 秀 賞 入 善 町 立 桃 李 小 学 校 教諭　岩山　直樹
優 秀 賞 富 山 市 立 藤 ノ 木 中 学 校 養護教諭　五十嵐沙紀
優 良 賞 富 山 市 立 藤 ノ 木 中 学 校 教頭　山崎　陽江

賞 学　校　名 氏　名
個人奨励賞 富 山 市 立 堀 川 小 学 校 教諭　米原　史剛

令和6年度　　教育研究助成教育研究助成　　〜富山県教育の振興のために〜
●教育実践研究論文教育賞
《学校部門》

《個人部門》

《個人奨励賞》

●課題研究教育賞（令和５年度報告 654件中の優秀研究）
《優秀賞》

学　校　名 氏　名
1 滑 川市 立田中 小 学 校 山林　耕大
2 富山市立大広田小学校 太田　凪紗
3 富山市立藤ノ木小学校 松倉　実希
4 富山市立水橋中部小学校 小澤　麻裕
5

富山市立堀川小学校
長谷川仁義

6 太田　聖久
7 富山市立新保小学校 小澤　昭吾
8 富山市立芝園小学校 窪田　裕子
9 富山市立西田地方小学校 平宮　可那
10 富山市立中央小学校 堀　　芳聡

団　体　名 代表者
1 富山県小学校長会 石田　和義
2 富山県中学校長会 水戸　英之
3 富山県高等学校長協会 田中　宏育
4 富山県小中学校長協会 池永　美子
5 富山県国公立幼稚園・こども園長会 黒田　　卓
6 富山県公立小中学校教頭会 吉川　浩二
7 富山県高等学校教頭会 荒川　　剛
8 富山県小学校教育研究会 松倉　美華
9 富山県中学校教育研究会 瀨戸　広美
10 富山県高等学校教育研究会 番留　幸雄
11 富山県教職員組合 能澤　英樹
12 公益社団法人富山県教育会 金岡　克己
13 富山大学教育学窓会 西川　友之

学　校　名 氏　名
11 富山市立光陽小学校 木村　真樹
12 射 水 市 立 下 村 小 学 校 神名　寛朗
13 高岡市立野村小学校 石野　友希
14 小矢部市立津沢小学校 篠嶋　純花
15

富山市立藤ノ木中学校
髙倉　笙子

16 柳　　健太
17 富山市立八尾中学校 畑佐　知弘
18 小矢部市立津沢中学校 亀谷　杏菜
19 富山県立氷見高等学校 斉田　大輝
20 富山県立富山聴覚総合支援学校 鍵主　紘子

《優良賞》
学　校　名 氏　名

1 入善町立黒東小学校 惣万紗千乃
2 富山市立新庄小学校 上野友里愛
3 富山市立山室中部小学校 木村　祐希
4 富山市立太田小学校 小澤　　彩
5 富山市立西田地方小学校 二木貴久子
6 富山市立中央小学校 上嶋　壮太
7 富山市立東部小学校 小幡　真衣
8 富山市立光陽小学校 荒城　　光
9 高岡市立野村小学校 澤田　絵吏
10 富山県立となみ総合支援学校 永井　桐雅

●教育団体研究助成

本県教育の充実発展に寄与することを願い、次の助成を行いました。

令和６年度　教育振興助成贈呈式令和６年度　教育振興助成贈呈式
10月8日（火）於：高志会館

・教育実践研究論文教育賞　・課題研究教育賞　・教育団体研究助成

氷見市立北部中学校
校長　櫻打　佳浩 様

予測困難で急激に変化する時代
の中、学校教育には、一人一人の子
供が自分のよさや可能性を認識する
とともに、多様な人 と々協働しながら
課題を克服し、持続可能な社会の創り手となることがで
きるよう、その資質･能力を育成することが求められてい
ます。また、生徒指導上の課題の増加、通常の学級に在
籍する発達障害の児童生徒や外国人児童生徒数の増
加等により、多様化する子供たちに対して個別最適な学
びを実現しながら、学校の多様性と包摂性を高めること

も必要となっています。
このように学校に求められることが多岐にわたる中、
学校が生徒にとって安心して生活できる場となり、自分ら
しく自己表現し協働的な議論ができるよう、一校長とし
てできることはないかと考え、今回の実践に取り組みまし
た。試行錯誤の中で、一つ一つの取組を提案しながら進
めたわけですが、教職員が校長の示す方向性を理解し、
特に対話を軸とした学びにおいては、よりよい実践になる
よう努力した成果が、今回の受賞につながったのではな
いかと感じている次第でございます。校長の期待を超え
る素晴らしい教職員に恵まれましたこと、感謝の念に堪
えません。
本日助成を賜りました私たちは、それぞれの立場でさ

らに研鑽を重ね、本県教育の発展のため、一層尽力して
参る所存でございます。

教 弘 と や ま 教 弘 と や ま（2）第135号 第135号（3）令和6年11月15日 令和6年11月15日

今年の夏は、オリンピック・パラリンピックがパリで開催

された。各競技で熱戦が繰り広げられ、多くの感動をも

らった。特に、試合後の選手達の言葉には「達成感」「嬉

しさ」「悔しさ」「感謝」等、この大会にかけた思いが詰

まった言葉が聞かれ、競技そのものに合わせて心を動か

された。

私がオリンピックで思い出すのは、2004年アテネオリン

ピック、2008年北京オリンピックで、100ｍ、200ｍ平泳ぎ

で北島康介選手が２連覇、２冠を達成したことだ。特に、

アテネ大会以後、メダリストが陥る目的喪失感からのモチ

ベーション低下、勝てない日 、々さらにケガ、と不調が続い

ていた。そんな彼が、ゆるぎない自信と強さを身に付けて

の２連覇、２冠だった。

各メディアが、その強さの影に「勝負脳」ありと報道し、

これは、北島選手がインタビューで、「勝負脳を鍛えたお

かげです。」とコメントしたからだ。勝負脳とは、脳神経外

科を専門とする、日本大学大学院の林成之教授が命名

したもの。林教授は富山県出身の方だ（富山中部高校の

卒業生ということもあり二学期の始業式で生徒達に紹介

した）。一言でいうと、「勝負に勝つために戦略を練る知

能」ということで、言葉を話す・数を計算する・空間を認知

する知能などとともに人間の脳に本来そなわっている知能

の一つだということだ。

北島選手は、オリンピック前に林教授から、勝つための

脳の使い方のレクチャーを受け、林教授の教えを取り入

れて、さらにメンタルを強化した。内容は、「ライバルに勝と

うとするのではなく、自己記録の更新にこだわる」「疲れ

た、大変だというような否定的な言葉を使わない」「調子

のいい時は休まず、アグレッシブにやり続ける」「最後まで

『勝った』と思わない」など。北島選手が特に意識したの

は、「ネガティブなことを考えた瞬間に、脳と体のスイッチ

が切れて、最高のパフォーマンスがでないということから、

否定的な言葉を使わないようにする」「ライバルに勝つの

ではなく、過去の最高の自分を超えることを目標にする」

この二つだったそうだ。当時、私は進学指導や部活動指

導の時によく勝負脳の話を生徒にしていた記憶がある。

昔はオリンピックはアマチュアの祭典というイメージが

あったが、今やプロ、アマチュアの隔てなく参加できるもの

となった（競技によって異なるようであるが）。

スポーツの世界のプロとアマチュアの違いは、その競技

で収入を得ているかどうかと言うことになろうが、辞書で

「プロフェッショナル」と引くと、専門的、職業的とある。

「プロ」と言う言葉で私が心に残っているのは、私が新

規採用教員となった１年目に、教科指導、部活動指導、生

徒指導等、うまくいかない事が多く悩んでいた時、先輩教

員から「そんなに簡単に（すぐに）教育のプロにはなれる

はずはないよ。しかし、生徒にとっては1年目だろうが20年

目だろうがプロの教員に教わっているんだからね。頑張ら

れ。」と言われた言葉だ。少しでも早く一人前のプロになり

たいと思った記憶がある。「どこまで、何ができたらプロな

のかは誰にもわからないけどね。」とも言われた。

目の前の生徒達の成長を後押しするプロフェッショナル

な教員に、自分は未だになれていないなと思いながら、最

近は常に向上心をもってプロフェッショナルを目指すこと

が大切であって、未完成なプロでも良いかな、と開き直っ

ている。

プロフェッショナル

田中 　 宏 育本　　会　　幹　　事
（富山県立富山中部高等学校校長）

富山県高等学校長協会会長



学　校　名

1 富山市立大庄小学校

2 富山市立宮野小学校

3 富山市立保内小学校

4 富山市立呉羽小学校

5 富山市立池多小学校

6 富山市立奥田北小学校

7 射水市立歌の森小学校

8 射水市立下村小学校

9 小矢部市立津沢小学校

10 南砺市立上平小学校

学　校　名

11 南砺市立井波小学校

12 南砺市立福光中部小学校

13 富山市立堀川中学校

14 富山市立上滝中学校

15 富山市立八尾中学校

16 射水市立射北中学校

17 射水市立小杉中学校

18 射水市立小杉南中学校

19 砺波市立庄川中学校

20 富山県立富山高等支援学校

教 弘 と や ま 教 弘 と や ま（4）第135号 第135号（5）令和6年11月15日 令和6年11月15日

●教育研究大会助成

●文化振興助成

研究大会名 開催期日

1 令和6年度富山市立堀川小学校第95回教育研究実践
発表会 5/31〜6/1

2 令和6年度教育研究協議会 6/7

3 令和6年度富山県特別支援教育研究会
第71回富山県特別支援教育研究協議会 全体研修会 6/14

4 令和6年度保育フォーラム 6/21

5 令和6年度富山県特別支援学校知的障害教育研究協議
会 全体研修会 8/5

6 令和6年度富山県養護教諭会夏季研修会 8/6

7 第22回造形教材研究会 第55回富山県造形教育作品展
第27回富山県造形シンポジウム 8/7〜11/24

8 日本教育大学協会養護教諭部会 全国国立大学附属学
校連盟養護教諭部会 第59回研究協議会並びに総会 8/8〜8/9

9 令和6年度砺波市生徒指導の在り方研究大会 8/8

10 令和6年度富山県肢体不自由教育研究協議会研究大会 8/9

11 令和6年度富山県公立学校事務職員合同研究発表大会
（小中学校） 8/22

12 令和6年度富山県公立学校事務職員合同研究発表大会
（県立学校） 8/22

13 第46回自啓教育研究発表会 9/25

14 第59回教育実践研究会 10/5

15 第29回富山県中学校文化祭 10/6

16 2024年度中部西ブロック･ユネスコ活動研究会 in 富山 10/19

17 第67回（令和6年度）富山県理科教育研究発表会 11/21

18 2024年度教育研究発表会 11/22

19 富山県小学校バンドフェスティバル 12/1

20 令和6年度公開教育研究会 12/13

21 富山県栄養教諭等研究大会 2/18

22 令和6年度小学校教育課程研究集会（28会場） 11/6〜11/7

23 第68回富山県中学校教育課程研究大会（33会場） 10/9〜10/16

事　業　名 開催期日

1 2024年度富山ユネスコ協会活動 4月～3月

2 令和6年度第42回富山県青少年音楽コンクール等 3/15

3 海・川の森づくり推進事業 4月～3月

4 子どものための“フルート音楽教室” 7月～12月

5 富山ESD推進パートナーシッププロジェクト 5月～2月

6 郷土を愛する心の育み 12/22

7 夢につながるマンガ文化プロジェクト 6月～3月

◆貸与奨学金　19 人に総額 1,600 万円を貸与しました。	
◆給付奨学金　高等学校等 3年生 43 人に総額 430 万円を給付しました。

◆教育助成　　中学校・高等学校・義務教育学校及び特別支援学校（中学部・高等部）79 校に総額 237 万円を助成しました。

●教育実践研究論文助成
《学校部門》

《個人部門》
学　校　名 氏　名

1 射水市立大島小学校 教諭　海老澤　健一

2 富山市立奥田中学校 教頭　岡村　　紀子

3 富山市立八尾中学校 教諭　江尻　　小春

4 富山県立富山高等学校 教諭　猪又　　健太

5 富山県立南砺福野高等学校 教諭　安谷　　佳浩

学 校 名 人数
1 あ さ ひ 野 小 3
2 黒 東 小 3
3 ひ ば り 野 小 2
4 桃 李 小 2
5 星 の 杜 小 5
6 道 下 小 1
7 寺 家 小 4
8 滑 . 南 部 小 4
9 利 田 小 1
10 大 広 田 小 4
11 豊 田 小 10
12 八 幡 小 2
13 草 島 小 1
14 倉 垣 小 5
15 水 橋 西 部 小 2
16 水 橋 東 部 小 1
17 三 成 小 3
18 新 庄 北 小 6
19 堀 川 小 4
20 堀 川 南 小 11
21 山 室 小 8
22 山 室 中 部 小 2
23 蜷 川 小 6
24 熊 野 小 7
25 月 岡 小 3
26 新 保 小 8
27 大 沢 野 小 3
28 大 久 保 小 7
29 上 滝 小 2
30 大 庄 小 4

学 校 名 人数
31 鵜 坂 小 9
32 宮 野 小 4
33 古 里 小 4
34 音 川 小 5
35 杉 原 小 2
36 保 内 小 3
37 神 明 小 3
38 老 田 小 2
39 池 多 小 2
40 芝 園 小 5
41 西 田 地 方 小 2
42 富 . 中 央 小 7
43 柳 町 小 3
44 奥 田 小 4
45 奥 田 北 小 2
46 光 陽 小 7
47 作 道 小 4
48 堀 岡 小 1
49 東 明 小 6
50 小 杉 小 9
51 金 山 小 2
52 中 太 閤 山 小 6
53 大 門 小 9
54 大 島 小 12
55 五 位 小 6
56 福 岡 小 7
57 木 津 小 4
58 成 美 小 2
59 能 町 小 7
60 二 塚 小 2

●課題研究助成
学 校 名 人数

61 野 村 小 12
62 古 府 小 3
63 牧 野 小 8
64 高 . 太 田 小 1
65 南 条 小 5
66 戸 出 東 部 小 1
67 石 動 小 5
68 大 谷 小 4
69 小 . 東 部 小 2
70 津 沢 小 3
71 砺 波 東 部 小 10
72 砺 波 南 部 小 1
73 庄 川 小 2
74 城 端 小 4
75 井 波 小 2
76 福 野 小 8
77 福 光 中 部 小 5
78 福 光 南 部 小 3
79 福 光 東 部 小 4
80 朝 日 中 6
81 入 善 中 4
82 入 善 西 中 2
83 滑 川 中 4
84 早 月 中 3
85 芝 園 中 1
86 堀 川 中 4
87 富 . 東 部 中 4
88 富 . 南 部 中 9
89 富 . 北 部 中 1
90 岩 瀬 中 1

学 校 名 人数
91 山 室 中 9
92 月 岡 中 3
93 呉 羽 中 2
94 水 橋 中 2
95 藤 ノ 木 中 5
96 上 滝 中 6
97 速 星 中 8
98 城 山 中 1
99 八 尾 中 4
100 新 湊 中 1
101 小 杉 南 中 1
102 大 門 中 4
103 志 貴 野 中 9
104 氷 . 北 部 中 8
105 出 町 中 10
106 般 若 中 2
107 庄 川 中 4
108 国吉義務教育学校 5
109 南砺つばき学舎 4
110 新 湊 高 1
111 福 岡 高 1
112 高 朋 高 等 学 校 2
113 富山聴覚総合支援 2
114 し ら と り 支 援 1
115 となみ総合支援 1
116 富 山 総 合 支 援 4
117 富 山 高 等 支 援 1

※お名前一覧はWEB
　サイト「教弘とやま
　135号」で掲載します。
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●  日教弘をサポートする会員を募集しています  ●

「たすけあい」の輪を広げよう。
ご入会についてのご案内

● WEBまたは入会申込書にてご入会ください。
● 会費等費用は、一切不要です。
● 会員になられた方は、当会の共済事業に
　 加入することができます。
● 入会された方には、会員証をお送りします。
　 会員証には、福利厚生をサポートする
　 『日教弘クラブオフ』の利用証が付帯されます。

ご入会は 24 時間いつでもどこでも
スマホ・タブレットで登録できます。

WEBから
の

入会は
こちらから

！

カンタン３ステップ登録！カンタン３ステップ登録！

読み取り
新規登録

会員情報を入力
送信して

登録完了！

登　録

■ ■ ■ ■

■■■■■■
■■■■■■
■■■■■■

※会員登録が済みましたら会員証をお送りいたします。会員証到着後から日教弘クラブオフが
　利用可能となります。

ご入会は 24 時間いつでもどこでも
スマホ・タブレットで登録できます。



学 校 名 氏　名
60

堀 川 小

番匠　拓也
61 坂本 和香奈
62 田畠　康史
63 押田　彩華
64

堀 川 南 小

小川 ひとみ
65 坂井　優介
66 松原　悠真
67 河原　幸佑
68 菊地　龍成
69 松岡　尚哉
70 金山 すずな
71 水上　桃子
72 荻田　真菜
73 水上　瑞紀
74 小林　知可
75

山 室 小

柄澤　　俊
76 五十嵐 万倫
77 大田　知佳
78 立野　健翔
79 定塚　和也
80 古市　　健
81 奥村　璃乃
82 佐山　　結
83

山室中部小
森本　　柚

84 盛安　　楓
85

蜷 川 小

川村 美貴子
86 中島　彩香
87 川原　美里
88 森　あゆみ
89 深山　大輔
90 國富　　翼
91

熊 野 小

村井　太一
92 田村　瞳望
93 伊藤　心笑
94 本江　佑衣
95 長島　智大
96 野﨑　友晴
97 古谷　友宏
98

月 岡 小
弓部 真惟子

99 古野　滉大
100 佐々木 玲奈
101

新 保 小

定田　　明
102 中寺　琉奈
103 上田 ありさ
104 大宅　里奈
105 小澤　昭吾
106 角谷　早紀
107 草島 あさひ
108 小幡　拓馬
109

大 沢 野 小
小林　ゆり

110 髙山　暉夢
111 俣本　光輝
112

大 久 保 小

川原　榛夏
113 才藤　　翼
114 大田　孝恵
115 山出　　陸
116 大塚　理紗
117 綱島　斗真
118 中川 功太郎

学 校 名 氏　名
1

あさひ野小
宮坂　達哉

2 深松　　大
3 山口　季記
4

黒 東 小
能登　成美

5 惣万 紗千乃
6 髙縁　朱里
7

ひばり野小
村中　美智

8 坂藤　有梨
9

桃 李 小
横田　智哉

10 鈴木　千佳
11

星 の 杜 小

宮﨑　勇斗
12 沼田　美咲
13 野尻　美里
14 柏木　菜緒
15 石川　舜大
16 道 下 小 川原　美冬
17

寺 家 小

寺崎　綾乃
18 髙木　　唯
19 谷口　　碧
20 新保　彩葉
21

滑 . 南部小

島谷　怜佑
22 松井　桃花
23 伊藤　達成
24 福島 菜乃子
25 利 田 小 奥村　　幹
26

大 広 田 小

今村　友香
27 柳瀬　　亮
28 太田　凪紗
29 金野　美咲
30

豊 田 小

成瀬　麻衣
31 辻　　晴香
32 堺　　明希
33 神田　愛望
34 鶴岡　ゆり
35 清水　遼大
36 嶋　　拓哉
37 松岡　　泉
38 氷見　瑞基
39 瀧澤　蒼太
40

八 幡 小
平野 紗也佳

41 佐藤　雄大
42 草 島 小 三浦　柚稀
43

倉 垣 小

大塚　　哲
44 永瀬　由華
45 北　妃奈乃
46 水嶋　亜衣
47 山﨑　彩加
48

水橋西部小
白崎　弘宜

49 團野　奏愛
50 水橋東部小 水口　凌哉
51

三 成 小
横澤　英公

52 田中　美玖
53 青島　龍平
54

新 庄 北 小

廣野 かおり
55 荒井 優弥花
56 戸嶋　玲歌
57 飯野　涼河
58 髙島　瑠唯
59 松井　美結

●課題研究助成
学 校 名 氏　名

119
上 滝 小

中野 裕美子
120 山田　千尋
121

大 庄 小

鷲尾　玲大
122 高田　真優
123 茂住 絵莉菜
124 柳田　朱音
125

鵜 坂 小

西田　莉彩
126 小林　由莉
127 森　　隼人
128 石崎　瑞希
129 桑野　穂子
130 平田 佑次朗
131 小林　詠美
132 久住　英子
133 中岡　健人
134

宮 野 小

藤井　千紘 
135 清水　優作 
136 竹中　彩乃
137 京正 希々香
138

古 里 小

市川 真亜久
139 西澤　拓哉
140 竹内　拓哉
141 浅井 さくら
142

音 川 小

江田　有花
143 元尾　海渡
144 島倉　拓朗
145 小林　夏月
146 前　　真子
147

杉 原 小
竹村　勇希

148 谷山　実優
149

保 内 小
藤田　杏柚

150 若瀬　彩芽
151 井藤　颯人
152

神 明 小
柳原　令奈

153 木村　祐希
154 若林　良輔
155

老 田 小
城山　羽菜

156 松井 恵理香
157

池 多 小
佐伯　真栄

158 戸田　三鈴
159

芝 園 小

島林 旺仁亮
160 広瀬　勇都
161 竹鼻 沙也加
162 大浜　　惇
163 北　陽一朗
164

西田地方小
平宮　可那

165 大岩　真子
166

富 . 中央小

上嶋　壮太
167 堀　　芳聡
168 入船　晴日
169 髙嶋　春奈
170 徳永　裕樹
171 西尾 この実
172 岩林　亜弥
173

柳 町 小
中田　悠揮

174 真島　大輔
175 前馬　裕樹
176

奥 田 小
荒城　菊乃

177 平本　　舜

学 校 名 氏　名
178

奥 田 小
湯澤　莉世

179 田辺　拓実
180

奥 田 北 小
上野　右京

181 谷　　成望
182

光 陽 小

西島　苑美
183 荒城　　光
184 木村　真樹
185 石尾　誠一
186 池上　舞子
187 吉田　広輝
188 早苗　桃子
189

作 道 小

千葉　　優
190 荒木　美乃
191 向井　遼平
192 藺生　悠人
193 堀 岡 小 輪達　光司
194

東 明 小

三谷 和可奈
195 竹村　優子
196 原田　梨央
197 役川　巧真
198 桧物　　典
199 塩谷　美晴
200

小 杉 小

吉川　優生
201 日高　　茜
202 八島　志歩
203 山下　　櫻
204 髙井　尚子
205 五十嵐 裕児
206 穴田　玲奈
207 黒田　楓太
208 橋本　歩実
209

金 山 小
大島　一也

210 三島　永吏
211

中太閤山小

安田　陽紀
212 杉下　琴音
213 村中 ひかり
214 本林　風香
215 萩中　睦月
216 八尾 妃名子
217

大 門 小

清雄　大志
218 釣谷　祐貴
219 上田　純平
220 安養　　隼
221 菓子　瑞季
222 北川　優莉
223 高見　菜々
224 四柳　友希
225 鳥本　佳那
226

大 島 小

川添　彬乃
227 岩坪　夏穂
228 磯部　光志
229 三井　　萌
230 津田　泰希
231 内田 璃玖斗
232 石垣　李菜
233 宗玄　清也
234 道谷　俊輝
235 塩谷 麻友子
236 土部　彩花
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237 大 島 小 石田 佳奈子
238

五 位 小

立野　莉沙
239 近藤　瑛莉
240 矢坂　美咲
241 中居　竜汰
242 石田　愛実
243 杉高　正紀
244

福 岡 小

有島　千紘
245 新田　　初
246 杉江　真弥
247 窪田　純華
248 石井　聖乃
249 河端　亮太
250 新谷　　歩
251

木 津 小

橋本　笑佳
252 齊藤　綾乃
253 西村　千鶴
254 中村　深生
255

成 美 小
屋敷　涼香

256 書川 ともか
257

能 町 小

西島　菜恵
258 三川　知香
259 牛島　美貴
260 盛野　萩花
261 水谷　健志
262 橋本　瑠璃
263 千重　智生
264

二 塚 小
山口 三耶子

265 水谷　　晶
266

野 村 小

櫻井 悠香子
267 柿畑　美友
268 村藤　早紀
269 向井　幹城
270 大村　麗奈
271 宮崎　完司
272 市村 夏菜江
273 髙橋　大吾
274 大居　一真
275 一守　詩穂
276 浮橋　萌々
277 岸田　美玲
278

古 府 小
笠原　有真

279 細川　百花
280 中山 ふづき
281

牧 野 小

橋本　悠平
282 桶　隆太朗
283 境　　優衣
284 中川　　拓
285 宮下　集夢
286 永原　　元
287 廣田　真由
288 高木　成美
289 高 . 太田小 田所　佳純
290

南 条 小

福尾　尚久
291 沖野　実夏
292 槻尾　里夏
293 冨樫　翔己
294 大谷 千佳子
295 戸出東部小 中谷　実郁
296

石 動 小

三輪　憲正
297 野村　拓未
298 宮田　陽菜
299 別所　遼香
300 中島　奏汰

学 校 名 氏　名
301

大 谷 小

堀　陽菜乃
302 佐々木 友那
303 松永　深月
304 浦下　　楓
305

小 . 東部小
牧野　圭佑

306 大島　彩香
307

津 沢 小
吉田 つかさ

308 竹島　萌江
309 山本　泰斗
310

砺波東部小

中町　淑乃
311 幡谷　拓泉
312 五十嵐 千乃
313 前川　玲奈
314 犀川　真衣
315 槻尾　瑞希
316 荒見　真唯
317 明神　千夏
318 永井　光貴
319 山下 香菜子
320 砺波南部小 棚田　朱音
321

庄 川 小
中島　桃子

322 関原　真理
323

城 端 小

尾田　一翔
324 荒井　優芽
325 天池　杏璃 
326 長谷　朋世
327

井 波 小
山本　南穂

328 中島　昇平
329

福 野 小

石田　里奈
330 砂土居 裕貴
331 津田　哲志
332 小川　美紀
333 宮﨑　　立
334 倉田　路紗
335 浦竹　芽生
336 須藤　那月
337

福光中部小

本多　　翔
338 石塚　千里 
339 河合　郁音  
340 中村　優太  
341 上田 妃香莉
342

福光南部小
鈴木 駿太朗

343 森口　菫礼
344 吉川　聖人
345

福光東部小

水口 恵美子
346 栗原　　愛
347 冨居　俊平
348 北川　千佳
349

朝 日 中

太田　幹人
350 岩田　寿浩
351 小坂　健太
352 岡﨑 翔太郎
353 舟本　　祐
354 中山　舞祐
355

入 善 中

荒川　保香
356 佐藤　直也
357 池原　沙織
358 西川 ゆりの
359

入 善 西 中
大和 跳治郎

360 魚谷　　光
361

滑 川 中

岩田　梨琴
362 関口　　巡
363 中村　彩乃
364 高田　亜美

学 校 名 氏　名
365

早 月 中
海見　　陽

366 酒井　遼太
367 松崎　遥南
368 芝 園 中 佐々木 杏子
369

堀 川 中

庄司　拓未
370 畑　　華純
371 伊東　詩織
372 小泉　　茜
373

富 . 東部中

畠山　章吾
374 嶌田　有里
375 絹野　　凜
376 溝口　哲夫
377

富 . 南部中

花田　吉平
378 細川　慎悟
379 河原 麻里奈
380 山上　　博
381 堀田　真志
382 大川　皓資
383 中野　沙耶
384 安田　汐里
385 山下　大輔
386 富 . 北部中 中村　公輔
387 岩 瀬 中 綱頭　京雅
388

山 室 中

岸本　　光
389 池田　若奈
390 岩坪　　卓
391 山﨑　模菜
392 江良　友佑
393 宍戸　勝哉
394 埜田 明日香
395 尾松　拓哉
396 中村　有希
397

月 岡 中
粟野　真子

398 山本　　愛
399 岡部　哲典
400

呉 羽 中
鬼頭　克典

401 米林　侑香
402

水 橋 中
柴﨑 あずみ

403 萩原　弘朗
404

藤 ノ 木 中

戸島　健太
405 越前　匠真
406 髙倉　笙子
407 中川　大輔
408 井沢　健佑
409

上 滝 中

原　　朋子
410 竹脇 みちる
411 長谷川 凜太郎
412 越坂　亜美
413 池原 久瑠美
414 小坂　夏生
415

速 星 中

内井　愛梨
416 中禮　佑太
417 臼澤 菜々子
418 奥井　未春
419 野村　祐太
420 宮井　杏理
421 宮森　一真
422 太田　星羅
423 城 山 中 岡田　一鷹
424

八 尾 中

堀田　美玖
425 城田　真歩
426 松尾　湧斗
427 小野　真実
428 新 湊 中 反田　雄翔

学 校 名 氏　名
429 小 杉 南 中 佐藤　慶治
430

大 門 中

杣田 銀史朗
431 梶川 まるみ
432 杉本　聖真
433 宮袋　友伽
434

志 貴 野 中

安川　知里
435 髙嶋　宏樹
436 舟崎　美郷
437 島田　萌菜
438 金田　侑子
439 土野　祐揮
440 山本　希望
441 上村　光優
442 前山　明信
443

氷 . 北部中

坂口　拓真
444 木津　航汰
445 田中　美優
446 石川　智大
447 祖父江 宇天奈
448 髙栁　直之
449 小川 早恵花
450 牧　　桃胡
451

出 町 中

大西　将也
452 山本　章太
453 堀田　依里
454 山本　拓海
455 林　　智奈
456 宮本　一輝
457 柳田　萌花
458 福山　浩子
459 長田　楓真
460 菅野 ひかる
461

般 若 中
小池　裕太

462 川越 玖瑠実
463

庄 川 中

清雄　風香
464 酒井 多嘉也
465 寺松　　優
466 東　　美紀
467

国 吉 義 務
教 育 学 校

四日　優紀
468 老田　稜平
469 南　　菜摘
470 尾田　勇哉
471 川島　健志
472

南砺つばき
学 舎

沼田　涼平
473 坂井　月花
474 梅原　恵太
475 羽馬　裕野
476 新 湊 高 大井　裕介
477 福 岡 高 荒井　琢巳
478 高 朋

高 等 学 校
渡邉　　慎

479 大道　輝緒
480 富 山 聴 覚

総 合 支 援
小田　森平

481 上田　美和
482 しらとり支援 土井　麻央
483 となみ総合支援 永井　桐雅
484

富山総合支援

井川　真希
485 田中 真依華
486 中野 紗由里
487 日尾　悠人
488 富山高等支援 中村　　相
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　岩瀬浜は自分自身プライベートでよく行く場所ですが、こ
れだけたくさんのごみが落ちていたのはとても驚きました。
また、そのごみが増えることに自分たちが加担していたこと
にも驚きました。「ごみを極力減らしたい！」「リサイクルす
る！」などの思いもきれいな環境をつくるためにとても大切
ですが、それはみんなの意識や技術力があることが前提の
話なのだと分かりました。一人一人ができることは些細なも
のです。私たち教員は多くの人と関わる仕事であるため、ま
ずは目の前の子供たちへ呼びかけを行うことが大事だと思
います。しかし、現状によってはいくら努力しても無意味にな
る可能性があることもよく分かりました。ごみ問題に限らず
に何か行動する際には、現状を把握してから行動すること
が大切だと感じました。
　本講義のゲームでは富山の町をきれいにしたいという受
講者たちの意欲がすごく、とても楽しかったです。大人でも
これほど楽しめるということは子供たちならもっと楽しんで
くれそうだと感じたので学級でも取り組んでみたいです。そ
してこの講義で得た学びを日々 の実践に生かしたいです。

滑川市立東部小学校
教諭　野澤　美朝

　今回、「富山の魅力」と「カードゲーム」がどう組み合わさるのか気になり、参
加させていただきました。海洋ごみ問題に関するカードゲームを体験するにあ
たり、講師の福井先生から海洋ごみ問題や富山湾の状況についてのお話があ
りました。富山県内の海岸にある漂着ごみの8割が県内河川等から流れてきて
いるという実態を受け、私がイメージしていた「美しい富山の海」と断言できな
いことに驚きつつ、日常生活と海洋ごみ問題を切り離して考えていた自身の意
識の低さを痛切に感じました。
　「CHANGE FOR THE BLUEカードゲーム」の体験を通して、「海洋ごみ
を減らすために自分たちが選んだ役割で何ができるか？」「この行動は今のま
ちの状況に適したものなのか？」について考え、話し合っていくうちに、「ごみを
減らそう！」という思いでゲームに熱中している自分がいました。このゲームを通
して、「ごみ０」という目標に向かって、自然に周囲と協力して取り組むことができ
たと共に、より一層海洋ごみ問題を自分事として捉えることができました。ま
た、ゲームを活用して学習していくことは、子供の「自ら学び、自ら考える」力の育
成につながるのではないかと、新たな可能性を見つけることもできました。
　今回の講座で得た経験や知識を、日常生活や教育現場で、富山の海の
豊かさを守るため、そして、子供の学びを充実させるために生かしていきたい
です。

富山市立上滝中学校
教諭　越坂　亜美

教育文化事業報告

　今回の講座では、CHANGE FOR THE BLUEカード
ゲームを通じて、海洋ゴミを減らす方法を学びました。特に、
海洋ゴミを減らすためには情報共有が重要であり、町での
取り組みや結果を広く共有することが必要だという点が強
調されました。この話を聞きながら、教員としても同様に情
報共有が大切だと感じました。教員同士で取り組みや成果
を共有することで、教育方法の選択肢が増え、子供たちに
合った教育が提供できると思います。多くの選択肢があれ
ば、子供たちとの関わりも豊かになり、教員自身も楽しく授
業ができると考えます。
　また、カードゲームでは町全体のバランスを考えながら取
り組むことが求められました。この考え方は、学級経営にも
応用できます。学級全体の状況を把握し、子供たちの意識
や実力に応じた指導方法を考えることで、より良い学級作り
ができると感じました。今回の講座を通じて得た気付きを、
普段の生活や教育現場に生かしていきたいと思います。

滑川市立寺家小学校
教諭　白畑　遥

富山の魅力発見講座で学んだこと富山の魅力発見講座で学んだこと

富山の魅力発見講座Ⅶから学んだこと富山の魅力発見講座Ⅶから学んだこと

自ら学び、自ら考えるゲーム活用自ら学び、自ら考えるゲーム活用

　富山の魅力発見講座に参加させていただき、とても充実した
時間を過ごすことができました。今回の講座を通して学んだこと
は、ごみを減らすためには、様 な々ことが関係するということです。
ごみを減らすためには、まず人々 のごみを減らそうとする意識が
高まることが大切ですが、意識が高まると同時にごみを減らして
いく技術も高まっていかないとごみは減っていきません。一方で、
ごみを減らすことに意識が向きすぎると、人々 が生活に窮屈さを
感じてしまうので、バランスが大事だということが分かりました。
　また、ごみを減らすためには、協力し合うことが大切だというこ
とも学びました。１人で減らせるごみの量は少なくても、みんなとご
みを減らすための取り組みや、あまり効果がないと考えられる取
り組みも共有することで、誰かの役に立つということが分かりまし
た。これは、学級経営にも生かせる考えだと思います。どんな考え
も共有し合える学級づくりをしていきたいと思います。海洋ごみ
のことだけではなく、学級のことについても考えさせられる講座
でした。ありがとうございました。

富山市立豊田小学校
教諭　鶴岡　ゆり

富山の魅力発見講座で学んだこと富山の魅力発見講座で学んだこと

健康増進補助

指定宿泊施設
利用補助

2024年度は「西暦偶数年度生まれ」の方が対象です。
なお、2023年度に受診され、まだ申請されていない方は「受診日から一年以内」で
あれば申請できます。
例　2023年12月15日受診の場合　申請は「2024年12月14日」まで（事務局必着）
　　2024年 3月31日受診の場合　申請は「2025年 3月30日」まで（事務局必着）

富山の魅力発見講座Ⅶに
参加して
富山の魅力発見講座Ⅶに
参加して 講師：株式会社プロジェクトデザイン　福井信英 氏

日時：令和6年７月26日（金）9：00～
場所：滑川市民交流プラザ 多目的ホール

講師：株式会社プロジェクトデザイン　福井信英 氏
日時：令和6年７月26日（金）9：00～
場所：滑川市民交流プラザ 多目的ホール

利用券を発行しますので 予約の後、宿泊日の10日前まで に
弘済会へご連絡ください。

当会指定の宿泊施設はこちらからご確認いただけます➡

80歳まで
保障を継続できます

上記は概要です。詳しくは共済事業（提携保険事業）提携会社ジブラルタ生命保険㈱の「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

集団契約特約付勤労保険

保障期間の終期：65歳

月払保険料

新教弘保険A型新教弘保険A型

1,000万円
死亡保険金
高度障害給付金加

入
例

災害割増特約付 集団契約特約付勤労保険

保険期間は5年満了ごとに自動更新され、
39歳まで継続します。

1,513円 3,510円月払保険料

ユース教弘保険ユース教弘保険

移行1,000万円
死亡保険金
高度障害給付金加

入
例

65歳満了時には健康状態の如何に
かかわらず、「新教弘保険」の死亡保
険金の範囲内で「新教弘保険K型」
（５年更新）にご加入いただけます。
加入時・更新時の保険料は年齢・性
別によって異なります。

（2024. 11 . 1 現在）

働き盛りの保障は34歳以下の教職員のための

【ご注意】今年度より「立山高原ホテル」は、当会の宿泊施設利用補助の対象外となりました。予約された施設が当会指定の宿泊施設か
　　　　  どうかは、WEBサイトでご確認いただけます。

教弘保険加入の皆様へ 福祉事業のご案内

日教弘会員の教職員のための教弘保険

結婚祝 1万円

教弘保険加入者の特典 ※30歳誕生祝以外は申請必要

1

出産祝 1万円2

入学祝 1万円
5千円

（大学・短大・専門学校・高専）

（高校）

3

30歳誕生祝 ※申請不要

5千円（図書カード）
4

弔慰金 1万円5

指定宿泊施設利用補助
3千円（本人）／1千円（同居家族）

6

健康増進補助
5千円（自己負担額7千円以上　1年おきに）

※退職者は5千円以内

※年度5泊まで

（本人・配偶者・一親等）

7

鑑賞・観戦補助
美術館企画展鑑賞券

8

日教弘会員の教職員のための教弘保険

● 集団契約特約を付加することにより低廉な保険料で大きな保障
● 年齢、性別に関係なく同一保険料
● 教職員の相互の助け合いを目的とした制度
● 教弘保険に加入すると加入者としての特典あり
● 富山県教育の振興に貢献

特徴

NEW!NEW!
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　教弘保険に加入後、同一保険が満10年・
20年・30年に達した加入者に、感謝の意を込め
てお贈りします。（11月頃にお届けします。）

加入継続祝

健康増進補助

5,000円の補助自己負担額
7,000円以上が対象

各学校へ10月上旬に郵送しました。
年末調整の申告にご使用ください。

生命保険料控除証明書

30歳誕生祝

※今年度は西暦偶数年度生まれの方が対象です
※2023年度受診分未申請の方はお早めに申請してください

➡詳しくは7ページを！

　教弘保険に加入後、満30歳を
迎えられた方へ、感謝の意を込め
て図書カードをお贈りします。
（誕生月の翌月10日頃にお送りします）

今年度より

教職員の人間ドック補助を行います。（対象年度に１回）

令和6年11月15日（8）第135号 教　弘　と　や　ま

共　済
（提携保険事業）

研究助成
教　　育

福祉

奨学 教育
 文化

令和6年11月15日発行

第135号事務局だより

発　　　行

T E L  076 -461-6614

T E L  076 -464-3703 ＦＡＸ  076 -464-9818

富山市西中野町1-1-18（オフィス西中野内）

U R L   https://www.kyoko-toyama.jp
E-mail   toyama@nikkyoko.or.jp

公益財団法人日本教育公務員弘済会富山支部

株式会社　富山教弘

貸与奨学生募集貸与奨学生募集令和7年度

076-464-3703
大学院、大学、短期大学、高等専門学校（４年生以上）、及び専修学校専門課程に

入学または在学者

20名程度

修業期間１年につき25万円。100万円を限度とし
て、無利息にて一括貸与

令和７年２月20日～令和７年４月30日
選考委員会の選考を経て、結果を通知します。

（５月中旬）

採用決定後、口座振込（６月下旬予定）

卒業した年の12月から10年以内（ただし、100万円

未満は8年以内）に亘る年賦償還

直接当会事務局へ電話でお申し出ください。必要

書類・手続き等についてご案内します。

2024年度リタイアメントセミナー開催予定表

　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称 （公財）日教弘）の教育振興事業（奨学事業、教育研究助成事業、教育
文化事業）及び福祉事業は、教弘保険の契約者配当金により運営されており、日本の教育界に貢献しています。

11月16日(土)

11月23日(土)

12月  7日(土)

開 催 日 時 間 開 催 場 所

高岡テクノドーム 2F　A会議室

富山県総合情報センター 4F　第一・第二会議室

富山県総合情報センター 4F　第一・第二会議室

高岡テクノドーム 2F　A会議室

◆詳細や参加申込みは、ジブラルタ生命保険株式会社の学校担当LC（ライフプラン・コンサルタント）にお尋ねください。

10:00～12:00

10:00～12:00

10:00～12:00

14:00～16:00

募 集 対 象

募 集 人 数

貸 与 金 額

募 集 期 間

選考と通知

奨学金の貸与

返 還 方 法

申 込 方 法

も
く
じ

プロフェッショナル

教育振興助成贈呈式

令和６年度教育振興事業

令和６年度文化事業

教弘保険加入の皆様へ

事務局だより・貸与奨学生募集

　　2

3

4～5

6

7

8

令和6年度 教育振興助成贈呈式　於：高志会館

　平均寿命が伸びたことだけでなく、定年
延長等で生き方や働き方に大きな変化が
出てきたことで、豊かに生きていくための
人生設計が重要となっています。
　共済事業（提携保険事業）提携会社ジブ
ラルタ生命保険株式会社の協力で左記の
日程での開催を計画しました。このセミ
ナー開催が教職員の皆さまのお役に立て
ればと存じます。


